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緒　　言
ルイス・キャロル（Lewis Carroll）ことチャール
ズ・ラトウィッジ・ドッドソン（Charles Lutwidge 
Dodgson）1 の Alice’s Adventures in Wonderland（1865），
及び Through the Looking-Glass（1871）は，それぞれ
『不思議の国のアリス』，『鏡の国のアリス』としてその
人気はイギリスのみならず，日本においても著しく
高い。原作の邦訳は既に明治時代に始まり，今日に
至るまで多数出ている。翻訳者の中には芥川龍之介や
菊池寛，三島由紀夫といった，日本文学史上に名を
連ねる小説家の名前さえ見られる。2015 年は『不思議
の国のアリス』出版 150 年記念を迎え，さらに新たな
翻訳がいくつも加わった。その翻訳史も含めて『アリ
ス』2 は盛んに研究，評価され，様々な学術書も出版さ
れている。
このような原作の人気や評価だけでなく，特に日本
では，現在「アリス」をモチーフにしたレストランや
カフェ，「アリス」・グッズを扱う専門店が人気を博し
ている（図 1）。また，「アリス」はファッションのモ
チーフとなることもあり，特にロリータ・ファッショ
ンにおいて特別な位置を占める。今や「アリス」はポッ
プ・カルチャーにおける人気キャラクターとなってお
り，こういった状況を反映し，視覚文化において展開
する「アリス」に焦点を当てた出版物も出ている。
このようにキャラクター化され，商品に取り込まれ
て愛される「アリス」像は，文学研究における原作の
評価と大きく乖離する部分もある。たとえば児童文学
史，あるいは英文学史において，『アリス』はまずそれ
までの子供を教育することに重点を置いた教訓的な物
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... “and what is the use of a book,” thought Alice, “without pictures or conversations?”
(Alice’s Adventures in Wonderland)
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語ばかりの状況に対し，言葉遊びやノンセンス表現に
満ち溢れた斬新な作品であった点に大きな意義を認め
られてきた。また，テクストそのものの魅力として，
数学者，及び論理学者であったルイス・キャロルが生
み出した言語や論理の遊び，ノンセンス表現などがよ
く取り上げられている。だが，それは今の日本のポッ
プ・カルチャーの中で人気を誇る「アリス」の魅力と
一致していないのではないか。そもそも，「アリス」を
キャラクターとして愛するファンは原作をどれだけ読
んでいるか，疑わしい部分も大きい。オリジナルの英
語を読んだ経験のある読者が限られるのは当然なが
ら，翻訳で読み通した者でさえどれだけいるのか，疑
問がある。多くの「アリス」・ファンは，原作の魅力を
語り合うよりも，むしろキャラクターとしての「アリ
ス」やその世界観をテーマパークのような場所で，あ
るいは関連商品を入手することで楽しんでいるのでは
ないか。
今やルイス・キャロルが工夫を凝らして書き上げた
原作に含まれる言語表現や論理の遊戯を離れ，ジョン・
テニエル（John Tenniel）の挿絵やその後のディズニー
によるアニメ化などを通した視覚的イメージを中心に
「アリス」の人気が高まっている。このようなイメージ
が形成された要因はどこにあるのか，さらに，こうし
て形成された日本のポップ・カルチャーにおける「ア
リス」像にはどのような可能性があるのか。これらの
問題を本稿は明らかにし，新しい「アリス」像の意味
を提示する。
 
1．テクストとしての『アリス』
日本の文化の中に「アリス」のイメージが形成され
たのはいつだったのか。この節では『アリス』の初期
邦訳を検証し，現代のポップ・カルチャーやサブカル
チャーにおける「アリス」のイメージの源泉を探る。
『アリス』の邦訳史に関する詳細な調査と研究について
は，最近の千森幹子による研究書『表象のアリス：テ
キストと図像に見る日本とイギリス』が非常に詳しく，
特に明治から昭和初期にかけて出版された翻訳に関す
る特徴について，詳細の繰り返しは控えたい。本論が
主として問題にするのは千森が明らかにした範囲以後
の，現代の大衆文化の中に生きる「アリス」のイメー
ジの特異性であり，初期の翻訳として取り上げる文献
に関しては，重複する部分は問題の考察上重要な部分
に限定し，特にこの節では最初期の『アリス』翻訳が
持つ重要性を指摘する。
本邦初訳となる『アリス』は明治時代に既に誕生し
ているが，それは『不思議の国のアリス』ではなく，
その続編『鏡の国のアリス』であった。長谷川天渓に
よって「鏡世界」という題で雑誌『少年世界』に掲載
されたのが明治 32 年（1899 年）である。挿絵はテニ
エルのイラストに基づいたものを使用しているが，主
人公アリスの名は「美代」に変えられて「美
みい
ちゃん」
と呼ばれ，ハンプティダンプティも「權兵衛」になる
など，西洋固有の名称を日本化した例が多く見られる。
西洋近代化が始まった時代とはいえ，年少の読者に親
しみを持たせるためのこのような配慮が要請される時
代であった。
いわゆる『不思議の国のアリス』が誕生するのはそ
の後である。明治 41 年（1908 年）に永代静雄（筆名：
須磨子）によって「黄金の鍵」，「トランプ國の女王」，
「海の学校」と 3 回に渡って部分的に『少女の友』に掲
載され，川端昇太郎による挿絵が付されている。これ
は後に挿絵を削除し，表紙と口絵に中村和の絵を付け
た単行本となり，『アリス物語』の名で大正元年（1912
年）に刊行される。この間に単行本の形で初めて『不
思議の国のアリス』が丸山英観（内表紙のみ丸山薄夜
と表記）によって『愛ちやんの夢物語』（明治 43 年
（1910 年））として出版される。題名の通り，主人公の
名は「愛子」，愛称は「愛ちやん」であり，その他固有
名詞や西洋独自の文化に関する語彙，食べ物の名称な
ど日本化されているものが多いが，この時代の翻訳と
しては比較的原作に忠実である。
長谷川天渓による「鏡世界」は部分的に省略が行わ
れており，永代静雄による『アリス物語』は永代独自
の変更を加えられた翻案であった。丸山による『愛ちや
んの夢物語』は一応の完訳と言えるが，ここまでに一
図 1　アリス・グッズを扱う店の一例，「水曜日のアリス東京」
（著者撮影）。開店当初は整理券が必要となる程の混雑となっ
た。小さく作られた入口は，大人が背を曲げなければ入れず，
「不思議の国」への入り口を体感できる。
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部紹介した，明治時代ならではの日本化した訳語が必
要であった西洋の文物以外にも，『アリス』には翻訳を
行う上で困難を極める特長が数多く含まれている。つ
まり，緒言にも記した言語や論理の遊戯，そして子供
向けに作られた韻律を含む英詩のパロディである。英
語という言語の特質そのものに立脚して作られるこれ
らの表現は，翻訳によってその意味だけを日本語で伝
えても原文の持つ効果を発揮することはできない。現
代の優れた翻訳の中には日本語による駄洒落や韻文訳
を試みるものもあるが，その妙味はオリジナルとは別
内容の表現の面白さである。また，子供のための教訓
的な歌を基にしたノンセンス表現溢れるキャロルのパ
ロディ詩の意味を訳しても，当然この替え歌の面白さ
を味わう文脈は日本に無い。
『アリス』は特にこのような翻訳上の難問を多く抱え
たテクストであり，それは現代に至っても克服しがた
い問題である。この問題を初期翻訳者たちの言葉に探
ると，これまでの日本における「アリス」受容の特徴
が浮かび上がってくる。
翻訳者自らが訳文に関して言明しているものを辿る
と，『愛ちやんの夢物語』の訳者，丸山はその冒頭に付
した「はしがき」の中で以下のように述べている。
邪氣なき一少女の夢物語，滑稽の中自ら教訓あり。
［…］世に夢ほど面白いものはありません。今少時，
姉さんの膝を枕の假寐に結んだ愛ちやんの夢，解い
てほどけば美しい花の數々，色鮮かにうるはしきを
摘みなして，この一篇のお伽噺は出來あがつたので
す。（1）
「はしがき」で訳者がこの作品の面白さとして強調し
ているのは夢のような物語の性質であり，そこには花
開いた想像力の美しさがある。ここでは原作者の言語
表現の妙味や巧みな論理遊びは語られていない。もっ
とも，訳者は作品中の言葉遊びにはある程度注意を
払って翻訳に反映させている部分もあり，愛ちゃんが
「地軸」と発言したのを公爵夫人が「挫く」と聞き間違
えたり（89），海亀の言葉の中に出てくる「海豚」を愛
ちゃんが「射るか」と聞き間違える場面（169–70）な
どもある。ただし，場所によって原作に登場する駄洒
落は無視して訳にも反映させていない箇所がいくつか
見られる。
丸山はこの作品のノンセンス表現や言語・論理上の
遊戯に関してどう考えて訳していたのか明確な発言は
見つからないが，丹羽五郎編の『長編お伽噺　子供の
夢』の序文に相当する「子供の夢に就いて」では，こ
れが翻訳ではなく「骨は外國のもの，肉は内國のもの」
（1）であると述べられ，さらに以下のように続く。
それゆゑ，作中の事件の推移なども，大きに原作と
は異つた所がある。殊に原作中言葉の洒落が土臺に
なつて居る處などは，日本語にしては全然無意味の
ものに成つて了ふ。恁んな支障から，噺の筋道を變
へねばならぬようにもなつた。（I）
つまり，『子供の夢』は翻訳ではなく翻案を行う意識
によって書かれたものであり，その主な理由として挙
げられているのが他ならぬ言葉遊びなのである。丹羽
は翻訳者として直面した，原作に含まれる数々の困難
な問題を説明しており，言語表現の他には日本人に馴
染みのない西洋の「風俗習慣」とそれに伴う「思想感
情」の違いに工夫を加えなければ子供の読者には理解
してもらえないとも述べている（II）。こうして作られ
た翻案は芳村椿花の挿絵にも反映され，テニエルの「ア
リス」像とは異なり，主人公アリスならぬ「綾子」は
日本の着物を着ているなど，独特の風采を帯びている。
原作に含まれる翻訳上の困難にも関わらず，それで
も翻案を製作した抗えない理由は何だったのか，丹羽
の以下の言葉はその後の日本における特徴的な「アリ
ス」受容を考える上で，示唆に富む。
此の本を拵へた動機は恁うである。大抵の子供が左
様である通りに，私の忰も動物の繪や動物のお噺が
大好きなので，動物園や博物館には屬々出掛ける。
［…］此の動物好きの忰に，此の本の原書を見せた所
が，繪を見ては，何うしたのだ何うしたのだと訊ね
る。それで其の初めの處の大體の筋を話して聞かせ
た處が，それからそれからと續きを聞きたがるので，
何日か要つて，一節若くは一章づゝ，とうとう結末
まで解説して了つた。（III，IV）
訳者の息子の動物好きが『アリス』の翻訳と関連付
けられている。すなわち，『アリス』に登場する様々な
性格，形姿をもったキャラクターは丹羽の息子を夢中
にさせるものとして，動物と共通点を持っているのだ。
不思議な生き物たちが現れる物語は少年を夢中にさせ，
しかも原作の挿絵が彼を多いに引きつけていることも
重要である。原作が持つ英語の言語的性質や論理に立
脚した面白さは翻訳不可能であるが，それを補って余り
ある魅力が『アリス』にあり，それが不可思議なキャラ
クターたちであり，またその面白さを伝えるものとし
て挿絵という視覚的手段が重要になる。翻訳という手
続きを通すことで原作の言語上の面白さ，またそれに
基づいて作られる論理的な遊戯は大部分失われる。し
かし，それによって相対的に別の部分が強調され，『ア
リス』の面白さは奇妙な登場人物や生き物，またそれ
を伝える挿絵に見出され，読者の注意を引くのである。
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翻訳者自身による序文を，その後の大正，昭和初期
に出版された『アリス』の翻訳例まで検証してみても，
そこで作品の魅力として語られるのは主に奇天烈な世
界観，登場人物，生き物たちであり，言語表現や論理
で遊ぶノンセンスではない。その意味に限れば明治の
初期『アリス』邦訳と大差ない。翻訳によって失われ
る言語表現の面白さではなく，それ以外の特徴に目を
向ける傾向が以降ずっと続くのである。
『アリス』を例に，翻訳による損失面の例を多く述べ
ることになったが，もちろん翻訳自体にも創造的側面
はある。哲学的な翻訳論を参照すると，たとえば
ジョン・サリス（John Sallis）は『翻訳について』（On 
Translation 2002）の中でプラトンによる議論やシュ
レーゲルによるシェイクスピア翻訳などを取り上げて
興味深い論を展開しているが，以下のような見解が示
されている。
だかしかし，少なくとも最良の翻訳の場合において
は，同時にある種の利益，原典のある種の増幅がも
たらされる。その利益と増幅が，翻訳にかならずや
伴う縮約，置き換え，そして変更によって失われる
ものを相殺し，あるいはそれらを埋め合わせる。（271）
もし，邦訳された『アリス』がキャロルの原文の持
つ魅力を削ぐことなく，あるいは原文に存在する魅力
を一旦削いだとしても，日本語によって再構築された
表現が新たな魅力を持ちうるのであれば，それは読者
を強くテクストに引き込む。しかし，現代のポップ・
カルチャーに見られる多くの「アリス」現象を見渡す
と，多くのファンが引きつけられているのは翻訳され
たテクストではない。原作を離れた視覚的イメージの
方が文化的に隆盛を誇っており，果たして優れた邦訳
版『アリス』が，翻訳に伴う損失を補い得る役割を果
たしているのかは疑わしい。
時代の経過の中で，多数の邦訳を生み出し，誤訳は
訂正され，かつてあったような西洋の事物を日本化す
る必要も少なくなった。また，数多の翻訳が出版され
ていく中で，それぞれが競合するように訳文の水準は
高められ，より良い翻訳が目指されているともいえよ
う。しかし，言葉遊びや，その言語表現を駆使した論
理の戯れを別の言語に置き換える困難は克服不可能で
あり，現代の優れた『アリス』の邦訳が，英語の駄洒
落を日本語の駄洒落に置き換えるなど高度なアクロ
バットを駆使し，それがたとえ近い意味の日本語から
作られたものであっても，本来の英語の駄洒落とは別
のものである。キャロルの言語的工夫を翻訳によって
読者に届けるのは困難を極め，依然としてこの問題は
解決されぬまま，引き続き独自の「アリス」像が形成
されていくのだ。
また，そもそも現状における「アリス」のファンは
必ずしも『アリス』の読者ではない。この点に関して
は次節，及び第 3 節において詳しく述べるが，実に多
くの「アリス」・ファンはテクストに興味を抱いている
のではなく，むしろそこに付されたイラストのイメー
ジにより大きな興味を持っている。このイメージはテ
クストを離れて浮遊し，イラストや映像のみによって
「アリス」像や「アリス」の世界観が形成され，それが
人気を博して広まり，キャラクターとしての「アリス」
の人気を生んでいる。
2．視覚的イメージとしての「アリス」
明治以降，大正，昭和と様々な翻訳が生まれ，また
新たに加えられた挿絵にも興味深いものが数多くあ
る。これらの翻訳や挿絵にはそれぞれの時代状況の変
化の中で考察すべき点も多くある。しかし，ここでは
誌面の都合上，また本稿の目的である現代のポップ・
カルチャーにおける「アリス」の考察へと直接的につ
ながる問題の検証のため，この間の翻訳の問題は千森
らの研究を参照してもらい，重複する記述は避ける。
前節では，翻訳を経た上で形成される「アリス」の
人気は，原語が持つ表現の魅力とは違う要因によって
形成されたものであり，それは初期の翻訳において既
に始まっていることを確認した。言語や論理の創意工
夫による面白さを直接読者に伝える道は閉ざされ，そ
れ以外の魅力が相対的に際立ち，それが「アリス」の
人気に貢献し，やがてはそれこそが「アリス」のイメー
ジなのだという認識，または誤認が生じる。『アリス』
は特にそれを顕著に引き起こすテクストであり，含ま
れる表現自体の問題の他，挿絵が読者を刺激し，奇妙
で魅力的な世界観と相俟って，少女アリスや不思議な
生き物たちの視覚的イメージが強調される。
現代日本のポップ・カルチャーやサブカルチャーに
見られる「アリス」像を見渡せば，そのイメージは圧
倒的にテニエルのイラストやディズニーのアニメに
よって形成されていることが明らかである。つまり，
現代の基準に照らし合わせればレトロな意匠の青いワ
ンピースに白いエプロンの組み合わせ，さらには白と
黒の縞々模様のニーハイ・ソックスという出で立ちで
ある。このイメージはいかに形成されたのか，以下に
その経緯をまとめる。
テニエルによるイラストには当初色が付けられてい
なかったが，1889 年に出版された，原作の縮小版『子
供部屋のアリス』（The Nursery “Alice”）において初め
て彩色が施された。ただし，ここではアリスのワンピー
スが黄色く着色されている。最初に『アリス』を出版
したマクミラン社（Macmillan and Co.）は，様々な彩
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色版『アリス』を出版しており，同じテニエルの挿絵で
あっても服の色は青になることもあれば赤になること
もあった。このようにマクミラン版の彩色されたテニ
エルの挿絵だけを見ても，色彩は固定していなかった。
現在，アリスのワンピースの色といえば青が定番と
なっているが，『不思議の国のアリス　ビジュアルファ
ン BOOK』（ルイス・キャロル，琴葉かいら訳，深澤
翠）を監修したアランデルによれば，水色（青）の服
のアリスが登場した最古の例は 1892 年であり，彩色さ
れたテニエルのイラストがビスケットの缶のデザイン
に用いられたという（161）。ただし，このような青い
ワンピースのイメージが一般的に固定されていくのは
もっと時代を下ってからのことである。青いアリスの
服のイメージが強くなるのは 20 世紀半ば以降，つまり
ディズニーによるアニメ『ふしぎの国のアリス』（Alice 
in Wonderland 1951）以降と思われるが，それ以前にハ
リー・ジョージ・シーカー（Harry George Theaker）
がテニエルの挿絵に彩色したものが 1911 年に出版さ
れており，青ではないがそれに近い薄紫のワンピース
となっている。なお，アリスの靴下がストライプ柄に
なっているのもシーカーのイラストの特徴である。こ
の色彩の方向性がその後のディズニー・アニメを経て
固定されたものと考えられる。
ディズニーの世界的な影響力，特に視覚的な刺激は
強い。ディズニーのキャラクターの絵柄はテニエルの
挿絵よりはるかに表情豊かで，顔つきも異なっている
が，アリスのエプロン・ドレスなどはテニエルのデザ
インから大きく逸脱したものではない。テニエルのデ
ザインと，その彩色版，さらにそれを踏まえたフルカ
ラーのアニメを制作したディズニー，これらが現代の
一般的な「アリス」像の視覚的側面を形成していると
いえるだろう。
テニエル以外の様々な画家，たとえばアーサ ・ーラッ
カム（Arthur Rackham）やチャールズ・ロビンソン
（Charles Robinson）などの描いた『アリス』のイラス
トも有名であるし，また邦訳に挿入された日本人画家
による作品にも様々なものがあり，描かれた時代背景
とも合わせて特筆すべき点は様々にある。だが，やは
りテニエルが示した図像から大きく離れたものは，今
日の一般的な「アリス」像ということはできず，それ
をもって「アリス」と認識することも難しい。
現代の我々が想起する「アリス」像の源流をたどる
と，これらテニエルとディズニーの影響力の大きさを
見出すことができるが，このイメージは日本において
独自の方向へと発展を遂げた部分がある。翻訳によっ
て広まった『アリス』が，原作の言語や論理の諧謔的
表現よりもキャラクターや視覚的イメージを重視する
ようになっただけでなく，日本独自の性格付けがなさ
れ，それが現代日本のポップ・カルチャーにおける「ア
リス」像へと繋がるのだ。その要因はなんだったのか，
また新たに帯び始めた特徴とは何なのか。
日本では 1970 年代にアリス・ブームが起こった。若
島正は 1969 年に出版された種村季弘の『ナンセンス詩
人の肖像』をその先駆けとして，1972 年の「別冊現代
詩手帖」第二号のルイス・キャロル特集や，1975 年の
「牧神」第二号に掲載された高橋康也による論考「つい
にアリスが来た」，並びに『ノンセンス大全』（1977 年）
を挙げ，特に後者において『アリス』がウラジーミル・
ナボコフ（Vladimir Nabokov）の『ロリータ』（Lolita 
1955）と関連付けられた点について小論を展開してい
る（48–57）。これらが出版された時期は特に日本の『ア
リス』批評の世界における重要な転換期である。
『ロリータ』が『アリス』と関わりを持つ分野はアカ
デミックなものに限らない。特にこの頃，芸術分野に
おいてはロリータ風のアリスが描かれるようになる。
その例として千森が挙げているのは，まずイギリスの
マービン・ピーク（Mervyn Peake）を先駆者として，
その後グレエム・オベンデン（Graham Ovenden），ブ
ライアン・パートリッジ（Brian Partridge），日本では
金子國義や宇野亜喜良という系譜である（381）。
この中に位置づけられている金子國義に関しては，
特に日本における「アリス」像の形成において，欧米
のイラストレーターとは別の文脈もまた存在すること
を指摘する必要がある。70 年代の日本においては，二
人の人物が視覚的な芸術分野で『アリス』を作品化し
て大きな影響力を持っており，それは沢渡朔と金子國
義なのである。
沢渡は 1973 年に写真集『少女アリス』を出版する。
8 歳のイギリス人モデル，サマンサ（Samantha）を起
用し，『アリス』の世界を表現したものだ。その評価と
いまだ衰えぬ人気の高さから，2014 年に特別編集され
たものが再出版されてもいる。ここにエロティックな
視線が介在していることは明らかである。巻末の「撮
影日録」で，沢渡は撮影開始間もなく「早くもサマン
サがアリスに思えてくる。僕はルイス・キャロルになっ
たつもりになる」と述べ，その後のヌードの撮影を
「とてもエロティックだった」と書いている（21）。
もう一人の金子國義は一連の『アリス』をモチーフ
にした絵画作品が有名である。現在，矢川澄子訳によ
る新潮文庫の『不思議の国のアリス』には金子國義作
品が挿絵として収められており，そこでも真っ赤な唇
のアリスが若干官能性を仄めかしているが，むしろそ
れ以前の 70 年代に金子が製作した作品にはもっと挑
発的なポーズをしたり，グロテスクな表現も交わった
りなど，明らかにエロティシズムを濃厚に湛えたアリ
スが示されている。
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彼らが『アリス』に投影したのは官能性，エロティ
シズムであり，特に金子は時に不気味な雰囲気さえ醸
し出している。現代の日本のサブカルチャーやポップ・
カルチャーへと繋がる独特な「アリス」像の形成は，
まさに彼らの貢献によるところが大きく，アリスとい
う少女の無垢に官能性や不気味さが見出されるのだ。
そして，いまだにサブカルチャーにおいて影響力の
大きい澁澤龍彦がこのような「アリス」のイメージ形
成にある種の理論化を行い，知的支柱となっているの
ではないかと思われる。澁澤はエッセイ「アリスある
いはナルシシストの心のレンズ」（『少女コレクション
序説』（1985 年）所収）の中で，「『アリス』のなかに，
もっとも性的なものともっとも純潔なものとの秘密の
共存を愛してきた」（38）と書いており，『アリス』に
一種のエロティシズムを見出し，そこに積極的に評価
すべき点を認めている。これは沢渡や金子とも共通す
る部分である。さらに次のようにも述べている。
アリスとは，独身者の願望から生まれた美しいモン
スターの一種であろう。その点で，アリスという少
女は，ウンディーネやメリュジーヌのような妖精的，
自然的な女（ユングのいわゆる危険な「アニマ」）の
系譜に属するものというよりも，むしろ明らかにリ
ラダンの創造したような，人工美女の系譜につなが
るものであろうと思う。（38–39）
ここで澁澤がリラダンの名前を出したことは注目に
値する。リラダンの人工美女とはヴィリエ・ド・リラ
ダン（Villiers de l’Isle-Adam）の SF 小説『未来のイ
ヴ』（L’Ève future 1886）に登場する女性アンドロイド，
ハダリー（Hadaly）を指すのだが，アリスが男性の願
望を投影できる人工的な存在，人形のようなものとし
て見られているのである。「アリス」が生き生きとした
少女ではなく，受容者による願望の投影を受け入れる
人工的な媒体としての性質を持ちうること，それが『未
来のイヴ』のアンドロイドへと繋がるような，一種の
人形的性質を持つこと，これらは次節で詳しく述べる
現代の日本における独自の「アリス」受容の発展を語
る上で無視できない。
澁澤の見解は男性的欲望を投影するものとして「ア
リス」に人工的な女性像を見出すものであるが，女性
が願望を投影する新しい「アリス」像もまた，この時
代に盛んになる。写真集や絵画以外の視覚的な表現媒
体として，少女マンガにおいても『アリス』は頻繁に
題材として使用されてきたのだ。具体的な作品名など
はゆめのゆきによるエッセイに譲るが（357–60），アリ
ス・ブームが起こった 70 年代やその後 80 年代，そし
て現代に至るまで『アリス』をモチーフにした作品は
非常に多い。その内容も幅広く，一つの傾向には収ま
らない。ただし，少女マンガという多くの少女が触れ
る機会を持つ表現媒体，しかも視覚的刺激の強いジャ
ンルにおいて『アリス』が人気を得ている事実もまた，
日本における『アリス』の受容が原作の言語表現の面
白さではなく，もっと漠然とした不可思議な世界観や
登場人物，テニエルらの挿絵が喚起する視覚的イメー
ジの魅力がいかに強いものであるのかを示している。
特に60年代や70年代の少女マンガ雑誌においては，
外国，とくに西洋を舞台にした作品が多く見られると
いう特徴もある 3。この傾向を代表するものとして
1972 年から 73 年にかけて『週刊マーガレット』に連
載された池田理代子による『ベルサイユのばら』が挙
げられる。増田のぞみと猪俣紀子はこの時期の『週刊
マーガレット』における外国を舞台にした作品を調査
し，具体的な国の分かるものとして一番多かったのは
アメリカ，次いでフランス，3 位にイギリスという順
番であると報告している（43）。アリス・ブームが起
こった時期とちょうど同じ頃，少女マンガ誌において
も西洋への強い憧れを示す傾向が見られ，イギリスか
らやってきた『アリス』を少女マンガの世界に移植し
て展開する素地が整えられていたのだ。もっとも，そ
こには美化，理想化された西洋のイメージがあること
も確かであり，作者と読者のファンタジーを展開しや
すい場として，西洋世界の一部が切り取られているこ
とは否めない 4。しかし，理想化された西洋文化への憧
れは現代のポップ・カルチャーにも脈々と受け継がれ，
ファッションもその一例となっている。
3．現代のポップ・カルチャーにおける「アリス」
明治時代の翻訳から 1970 年代，80 年代におけるサ
ブカルチャーや少女マンガにおける「アリス」像まで
を見てきたが，90 年代以降はさらに新たな領域におけ
る大きな展開を見せる。それはファッションである。
ロリータ・ファッション，すなわちフリルやレースを
多くあしらい，パニエを用いて膨らませたスカート，
18，19 世紀のヨーロッパ貴族的な華やかさを持ち，少
女性を強調したこのファッションにおいて，「アリス」
は一種の範例のような存在感を持っている（図 2）。
ロリータ・ファッションには色使いやデザインに
よってさらに細かな分類，呼称がある。その一例に，
黒を基調にした暗黒的な，時には十字架をモチーフに
したり，吸血鬼のイメージなどが加味されたゴシック・
ファッションとも組み合わさり，その場合はゴシック・
ロリータ（ゴスロリ）となる。なぜ，特にこのファッ
ションにおいて「アリス」が特別な地位を持つように
なったのか，これまでの日本における独自の「アリス」
受容を踏まえ，その原因を考察する。特にこのファッ
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ションと「アリス」との関連を分析すると，研究者や
芸術家ではなく，より一般的な立場で「アリス」を巡
る文化現象を担う人々の見解が見えてくる。ここから，
現代日本のポップ・カルチャーやサブカルチャーで変
容を遂げる「アリス」のイメージを担う当事者の意識
の一端も示されることになる。
ショーン・サマーズ（Sean Somers）は日本のサブ
カルチャーにおける「アリス」を分析した論において，
矢川澄子による『不思議の国のアリス』の翻訳とその
後書きに付された訳者の小さなエッセイ「兎穴と少女」
を重視し，矢川の考えを発展させている。そこでは，
『アリス』における「不思議の国」が学校生活や社会生
活において抑圧，酷使されているゴスロリ少女の心理
に癒しを与え，少女たちはそこで解放され，自らのア
イデンティティを再確認するのだ，と論じられている
（199–200）。サマーズによれば，「アリス」になること
（to become Arisu）によって，キャリア形成を阻む見
えない壁，学校でのプレッシャー，家族からの期待な
ど，内面化した義務や一般常識に沿った振る舞いを転
覆することになり，それがこのファッションに示され
ているという（201）。
サマーズの論はロリータ・ファッションを愛好する
少女の心理的，ジェンダー的問題を『アリス』のテク
ストの中に見出し，さらには矢川の翻訳が出たとする
1994 年を日本の経済的低迷や若者の自殺率の増加な
ど社会的問題とも絡め，『アリス』とロリータ・ファッ
ションとの関係を述べるものだが，果たして本当にそ
のような理由があるのだろうか。『アリス』の作中の舞
台が日常生活を転覆させる異様な世界であって，その
不思議な世界観がファンを引き付ける要素の一つであ
ることは確かである。しかし，その世界観はもっと漠
然と意識されたものであり，本当に読書体験によって
得られているのか，ましてや矢川訳がこのファッショ
ンの由来にそれほど大きな影響を与えているのか，こ
れは以下に重ねる論証によって示すように，疑わしい
部分もある 5。
『ユリイカ』 2015 年 3 月臨時増刊号「総特集 150 年
目の『不思議の国のアリス』」は，様々な立場から「ア
リス」に関する記事が集められた特集であるが，その
中からいくつか取り上げると，鴨澤めぐ子は『アリス』
を初めて読んだ時の感想をこう述べる。
英語のシャレを無理矢理日本語に移しかえている，
その日本語のシャレが，さっぱり要領を得ない。替
え歌らしいものが色々はいっているようだが，元ネ
タもわからず，どう反応してよいかわからない。ま
さに砂を噛むような思いで読了した。どこをどう面
白がれと言うのだ。（126–27）
ここで指摘されている原語の洒落や替え歌など，
キャロルのテクストの翻訳に伴う問題について本稿第
1 節で指摘した点が，実際の読書において楽しみを阻
む障壁として作用していることが分かる。『ユリイカ』
のこの特集では，5 人の若い女性の座談会のような「21
世紀のアリスたち」という記事もある。このタイトル
に示される趣旨に沿ってということもあるのかもしれ
ないが，キャロルの書いた作品自体の特徴に関しては，
登場するキャラクターや，漠然と「狂った感じ」（342），
「アリス」の少女性などが話題に上るものの，作品その
ものの魅力を語るよりも，むしろ関連する映画作品や
ファッション，ゲームなどの話が中心である。なるほ
どそれらの二次的な文化を生み出す魅力を『アリス』
は持っているのだとはいえる。しかし，ルイス・キャ
ロルの『アリス』は，日本人にとってもっぱら「狂っ
た」世界のおかしな住人達に囲まれながら少女が冒険
する話であることが大きな魅力で，そんな夢のような
世界と少女アリスが憧れの対象となってしまった，そ
んな印象さえ受けてしまう。
もちろん，このようなイメージ重視の「アリス」受
容ばかりでないことは確かであり，だからこそ様々な
翻訳がこれまで刊行されてきた。だが，今日の「アリ
ス」を巡る視覚的表象の数々，ファッション，レスト
ラン，グッズ・ショップなどの人気の高さとそこに集ま
るファンの動向は，文芸作品としての『アリス』の魅力
から乖離しているところが大きいのではなかろうか。
ロリータ・ファッションを愛好する女性たちから高
い人気を得た作家，嶽本野ばらはエッセイ「アリスに
就いて―ロリータの国の三大アリス」（『パッチワー
ク』所収）の中でこう述べている。
図 2　ティアードアリスワンピース。Innocent World ホーム
ページより。アリスの服のイメージが取り込まれている例。
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それぞれのロリが自身の中に自分で作り上げたロ
リータとして生きる為の定義を持っています。その
定義に従い，これは好き，これは嫌い，これは可愛
く，これは可愛くないと様々なものを選別していく
訳ですが，何故か流儀は違えど全てのロリータがこ
よなく愛するものが奇跡的に存在するのです。それ
がルイス・キャロル著による『不思議の国のアリス』。
とはいえ，この本がロリータのバイブルだと思った
ら大間違い。殆どのロリはこの本の内容になんて，
関心がないのです。彼女達が好きなのは，マクミラ
ン社から出されたオリジナル版の『不思議の国のア
リス』に付けられたジョン・テニエルによるアリス
の挿絵。テニエルは続編の『鏡の国のアリス』の挿
絵も手掛けるのですが，勿論，ロリはこっちだって
大好きなのです。（194–95）
矢川澄子による翻訳の意義以前に，そもそもロリー
タに『アリス』のテクストは関係なく，テニエルの挿
絵がもっぱら重要であることを大胆に表現している。
もちろん，キャロルが作りだした『アリス』の奇妙な
世界，日常世界の常識を覆してしまう想像力があって
こそテニエルの挿絵が描かれたことは否定できないは
ずだが，それでも作品の雰囲気はあくまでテニエルの
挿絵を通じてロリータ・ファッションの愛好者に受容
されている面がかなり大きいようである。
ロリータ・ファッションにおける「アリス」の受容
を探ると，確かにモチーフとして頻繁に取り上げられ，
着用者には「アリス」のファンも多く見られる。しか
し，それは必ずしも原作のテクストに直接魅力を感じ
ているのではなく，テニエルの挿絵という視覚的「ア
リス」像の方がはるかに大きな影響力を持っている。
では，なぜテニエルの挿絵ばかりがこのファッショ
ンにおいて注目されるのか。『アリス』の挿絵に関して
既に言われているのは，『パンチ』（The Punch）で活躍
した有名画家テニエルであっても，それまで子供向け
の本の絵を描いた経験に乏しかったため，アリスには
生き生きとした子供らしさがなく，まるで人形のよう
に硬く無表情になってしまったことである（千森 99，
106）。キャロル自身が思い描いたであろうアリス像と
は違うイメージがテニエルの挿絵によって示されたわ
けだが，千森はその端的な例として『不思議の国のア
リス』第 6 章の中の挿絵（図 3）を取り上げ，「テニエ
ルが描くアリス的性格」（154）をこう述べる。
赤ん坊の子豚への変身にもまったく動じず，うつろ
ないくぶん虚無的な超越的なまなざしでまっすぐ一
点を見据える，その抑制された微妙なセクシュアリ
ティを漂わせた平静さ，意思強さ，唇を真一文字に
結んだ表情，言い替えれば，アリスの自尊心，常識，
したたかさなど［…］（154）
活発で生き生きとした子供ではなく，冷静で人形の
ように硬く，鋭く落ち着いた目線，さらにそこにセク
シュアリティが見出されるなど，前節に見た澁澤が人
工美女の系譜に位置づけたアリスのイメージは，テニ
エルのイラストによって喚起させられている。アリス
自身は作中で無垢であるはずだが，テニエルのイラス
トが活発な子供らしさを描かなかったために大人っぽ
さが備わり，そこにある種のセクシュアリティが読み
込まれるようになっている。このような「アリス」像
であるからこそ，思春期以後の女性をも引きつける魅
力を持っているのではなかろうか。それは，ラッカム
らの挿絵では不可能なのである。
ロリータ少女と『アリス』，さらに人形との関係につ
いては，心理学的側面からも西村則昭が分析しており，
それによると『アリス』に魅力を感じるロリータ少女
はその暗く不気味な地下世界に魅了されており，アリ
スを主体的に「演じる」のだという（26）。この見方は
先に示したサマーズの見解とも近い。西村の論はテク
ストとしての『アリス』の読書体験自体はサマーズほ
ど重視しておらず，実際に『アリス』を読んだ影響と
して「アリス」になろうとするとまでは主張していな
い。しかし，この作品が持つ非日常的，不気味な世界
観から意識的に自らを「アリス」にしたくなる衝動が
起こる点については，両論に共通点がある。また，西
村はビスクドールや球体関節人形がロリータ・ファッ
ションの愛好者から人気を得ていることについて，人
形はゴスロリ少女自身を映し出して「異界」へと誘い，
その不気味な体験こそが彼女たちを魅惑するのではな
図 3　『不思議の国のアリス』より。
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いか，また，「アリス」を演じるように無垢を生きよう
とする彼女たちは，人形において「異界」の存在とし
て他ならぬ今の自分を見出すのだ，と述べる（33）。ロ
リータ・ファッションが人形と強い親和性を持ってい
る点について，心理学の分野ではさらに德山朋恵によ
る着用者へのインタビュー調査でも，ロリータ・ファッ
ションが「「お人形さんみたい」に「かわいい」」とい
う感覚を持つ着用者の例が示されている（80）。「アリ
ス」像の持つ魅力が人形のようなものであることと，
ロリータ・ファッションがまるで人形のようでかわい
いと見なされること，両者は人形的な魅力によって強
く結びついている。しかも，その人形は幼い女児向けの
素朴な玩具ではなく，思春期以降のセクシュアリティ
を投影しうる，球体関節人形のように時には不気味な
ほど高い完成度に仕上がっていなければならない。
視覚的なイメージが強化された形で「アリス」像が
構築されていく中，特に 70 年代以降はそこに無垢とセ
クシャルな要素との共存を見出す動きが見られたが，
それを誘発する要因は最初からテニエルのイラストに
備わっていた。ここにおいて，テニエルのイラストを
伴った『アリス』のテクストと 70 年代のアンダーグラ
ウンドな文化，そして現代のロリータ・ファッション
における「アリス」像は繋がる（図 4）。そこに見出さ
れる「アリス」は活発な子供ではなく，冷静な大人の
まなざしを持ち，時に不気味で，静謐な人形のように
表情が硬かったり，セクシュアリティも共存しうる。
そもそも，ロリータ・ファッションは子供服ではない。
そこに極端な形で少女性は表現されてはいるが，大抵
は既に原作のアリスの年齢を過ぎた女性が着用する服
である。つまり，このファッションを身にまとうこと
によって，大人になった，あるいは大人になりゆく着
用者自身と服の意匠に内在する少女性，無垢といった
要素は共存しているのだ。
1995 年にゴシックとモードを融合させたファッ
ション・ブランド「アリスアウアア（alice auaa）」を
立ち上げた船越保孝も，ブランド名の「アリス」につ
いて，「アリスというのは，『アリス・イン・ワンダー
ランド』の主人公アリスのことで，「永遠の少女」「普
遍なもの」「無垢」を象徴するブランドのミューズで
す」（8）とインタビューで答えている。「アリス」に見
出されているのはこのような典型的少女像であり，「ア
リス」は無垢な少女を表す記号，イコンである。だが，
そのイメージは無垢のまま表現されるのではなく，ロ
リータ・ファッションやゴシック・ファッションの中
で着用者の「大人」と混合し，あるいは人形のような
冷徹さを帯びるなど，新たな「アリス」像が形作られ
ている。「アリス」は無垢な少女と大人の女性のセク
シュアリティが共存する象徴的な場として，ロリータ・
ファッションやゴシック・ロリータ・ファッションの
中で息づいているのだ。
もちろん，このような「アリス」像だけが日本に広
まっているわけではなく，ディズニーのアニメやその
関連商品のような「明るい」子供らしい「アリス」像
も広く流通している。サブカルチャーやアンダーグラ
ウンドな文化圏とは違う形の「アリス」像も存在し，
よりポップなマンガやアニメ，さらには近年男性のみ
ならず女性ファンも多いアイドル・グループの楽曲に
も「アリス」の世界は取り込まれている 6。この多様な
「アリス」像を一つの定義に集約させることは困難であ
るが，視覚的に作られるイメージを基にした受容が
益々中心的になっていることは確かであり，特に近年
の日本の文化においては「かわいい」キャラクターへ
の関心が非常に高く，「アリス」はそこに恰好の素材を
提供しているともいえよう。
さらに，日本独自の受容と発展を遂げた「アリス」
像は，現在諸外国の文化へと影響を与え始めている。
では，このような日本において変形を加えられた「ア
リス」像はどのような影響力を備えているのか，次節
では世界の文化に影響を及ぼし得る日本版「アリス」
の可能性について論じる。
4．日本の「アリス」像の影響力
前節で述べたロリータ・ファッションは，海外にも
ファンを増やし，例えばフランスの JAPAN EXPO や
イギリスの Hyper Japan など，その他にも世界各国で
行われている日本のポップ・カルチャーを扱う様々な
祭典でこのファッションに身を包む来場者が見られ
る。外務省も 2009 年にロリータ・ファッションの人気
図 4　金子國義アリスタイツ。Innocent World ホームページ
より。前節で論じた金子國義によるアリスのイラストはロ
リータ・ファッションにも取り入れられている。
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モデルを含む 3 名を「ポップカルチャー発信使」（通称
「カワイイ大使」）として任命，世界各地に文化外交を
進めた。本稿ではロリータ・ファッションにおける「ア
リス」像を 70 年代のサブカルチャー，アングラ文化に
おける「アリス」の捉え方と密接に関係するものとし
て論じてきたが，「アリス」が深い関係を持つロリー
タ・ファッションはこのように今やポップ・カルチャー
の領域に分類されている。そして，海外とは違う日本
独自の基準，価値観による可愛さによって生まれた文
化，“kawaii” 文化の一つとして興味を持たれるように
なっている。
ロリータ・ファッション自体は日本で生まれたもの
であるが，18 世紀フランスのロココ的な過剰装飾，あ
るいは 19 世紀イギリスのヴィクトリア時代の貴族的
な趣味への強い憧れをもとにこれらをアレンジした形
で吸収している。それは現代のファッションの一般的
なコードに照らせば異質なものとして受け取られる部
分が多く，世間に受け入れられにくい側面も多い。だ
が，そのようなギャップも乗り越える少女を主人公に
した嶽本野ばらの小説『下妻物語』（2002 年）が 2004
年には映画化され，海外では Kamikaze Girls のタイト
ルで上映，ロリータ・ファッションへの注目もこの頃
が特に高まりを見せた。
欧米にとってみれば，昔のヨーロッパ的なファッ
ション様式が日本において変形した形で復古し，それ
が逆輸入された形となる。また，そこに投影される「ア
リス」像も，本来の「アリス」ではなく，翻訳を通し
て受容された日本的な偏りのある「アリス」像である。
現在はそれが本場の国の文化へと影響する力を持って
いるのだ。
このような日本のファッションは，その他の日本の
ポップ・カルチャー，特にマンガやアニメと一緒になっ
て海外に波及し，人気を得ている。日本においてロリー
タ・ファッションはあくまでファッションの一形態で
あり，コスプレとは違うが，先述した海外における日本
のポップ・カルチャーを紹介するイベントにおいては，
ロリータ・ファッションもマンガやアニメのコスプレ
も同じ場に集い，そのどちらにも関心を持つ人々が多
い。外務省の文化外交に携わった櫻井孝昌は，「現在の
日本ファッションに対する世界の一大ムーブメントは，
アニメやマンガが引っ張ってきており，もともと両者
はつながっているので，ギャップ自体がそもそも存在
しない」と述べている（171）。そして，このアニメや
マンガにおける「アリス」像もまた，ファッションと共
に諸外国の「アリス」像を変容させる力を備えている。
先に少女マンガの歴史における「アリス」の人気に
ついて簡単に触れたが，現代の少女マンガでも「アリ
ス」は頻繁にモチーフとして使われている。ごく一部
の例を挙げると，最近では 2014 年から連載が続いてい
る由貴香織里の『架刑のアリス』において，テニエル
的な意匠の「アリス」像が現れるが，それは主人公の
多重人格「血塗れアリス」という形で登場，猟奇的な
要素を含む物語の中で活躍している。男性を主たる読
者に据えたマンガやアニメにおいても「アリス」は頻
繁に登場している。サマーズは介錯によるマンガ『鍵
姫物語 永久アリス輪舞曲』（2004–06 年）とそのアニ
メ版（2006 年）などを挙げているが，最近のライトノ
ベルにおいても南房秀久による『アリス・イン・ゴシッ
クランド』シリーズ（2011–12 年）など，原作への忠
実度は様々であるが，「アリス」は重要なキャラクター
として，また作品の世界観を構築する上で重要なイコ
ンとなっている。
そして，このマンガ・アニメ的なイメージによる「ア
リス」像が，現在キャロルの原作テクストに付随する
現象が起こっている。いわゆるオタク文化として紹介
されることの多いアニメ絵の傾向を持った挿絵が，原
作『アリス』の挿絵に使われる傾向が出ているのであ
る。たとえば，ポプラ社の絵本『ふしぎの国のアリス』
（2006 年，はやのみちよ文）には POP のイラスト，角
川つばさ文庫の『新訳　ふしぎの国のアリス』並びに
『新訳　かがみの国のアリス』（2010 年，河合祥一郎訳）
には okama のイラストが豊富に使われている。今や児
童書においてもアニメ制作者によるイラスト，しかも
現代的なアニメ絵の意匠による「アリス」像が使用さ
れているのである。
この傾向が海外に及んでいることがはっきり示され
たのが 2014 年，カナダの Seven Seas Entertainment か
ら出版された Alice’s Adventures in Wonderland and 
Through the Looking-Glass である。キャロルの『アリス』
作品二つを合本にしたもので，そこにフィリピンのイ
ラストレーター Kriss Sison による挿絵が使用されて
いるのだが，一見日本のアニメ作品とも見分けがつか
ぬほど最近の日本的なアニメ絵になっている。青い服
に白いエプロンという伝統を踏まえているが，大きな
目と小さな鼻，その他顔や体の造形はいかにも日本の
アニメ絵を感じさせる。この本は冒頭十数ページに
渡ってカラーのイラストを展開し，本文中の挿絵はも
とより，巻末にはデザイン画のページが設けられ，イ
ラスト自体が本書の価値の大きな部分を占めている。
これもいわば文化の逆輸入であり，欧米の文学作品に
おける挿絵が日本のアレンジを経て，今度はそれに触
発された海外の製作者が自らこの新しい「アリス」像
を流通させている。
日本のポップ・カルチャーにおいて成立した，原作
から離れた視覚的要素重視の「アリス」像は，本来の
作品『アリス』のイメージではなく，テニエルの挿絵
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やそれに影響を受けた視覚的表現によって作られたイ
メージである。これは『アリス』の本質ではない。し
かし，『アリス』と聞いてそのテクストではなく挿絵，
さらにはその挿絵に限定されるような形の少女像がイ
メージされる現状は，『アリス』像の本質的部分の変容
を示している。しかも，それがファッションやマンガ，
アニメを通じて欧米にも拡散，影響を与えている現況
において，この「アリス」は本来の『アリス』の模造
でもコピーでもない。原作から離れて作られ，さらに
再生産を繰り返して人気を博し，それが「アリス」と
して認識されているのだ。
一旦日本で翻訳を通して受容され，その後バイアス
のかかった形で作られた「アリス」像を基に，それが
海外で受容され，そこから再生産が繰り返されるこの
新たな「アリス」像は，もはや原作をモデルとはして
いない。つまり，シミュラークル 7 としての「アリス」
なのではないだろうか。特にインターネットが世界的
に普及した現代においては，文化現象の輸出入も加速
され，コピーもシミュラークルもあっという間に拡散
する。文字通り網の目状に発達したインターネットと
いう情報網は，オリジナルから遊離したイメージを神
出鬼没に誕生，拡散させるものであり，「アリス」はそ
れを極めて端的に表象する一例となっているのだ。
結　　論
日本のポップ・カルチャーにおける「アリス」の人
気は，キャロルのテクストそのものの人気とは言えな
い。既に翻訳という過程を経ることにより，キャロル
のテクスト自体が持つ言語表現の魅力をそのまま伝え
る手段は断たれ，代わりに作品全体に広がる奇妙な世
界観，キャラクター，そしてテニエルの挿絵をはじめ
とする視覚的なイメージがテクストを圧倒する人気を
獲得した。原作から遊離した「アリス」像は，もはや
キャロルのオリジナルを踏まえることなく再生産さ
れ，今や諸外国の「アリス」像を変容させる力を持つ。
このように，原作『アリス』の本質を失った形で新た
に生み出された「アリス」像が様々な分野に拡散，影
響を与えている状況を本稿はシミュラークルとしての
「アリス」として捉えたが，この結論に至るには様々な
文化現象の考察を必要とする。
『不思議の国のアリス』自体は文学研究の分野におい
て既に豊富な先行研究があるが，現代のポップ・カル
チャーにおける「アリス」を考察したものは極めて少
ない。しかし，様々な領域で「アリス」はそのイメー
ジを拡散し続け，多くの人々を引きつけており，この
巨大な現象を検証するためには横断領域的な調査と分
析を必要とする。この現象は，「アリス」像が原作の本
質から乖離しつつ作られるにせよ，元来の『アリス』
が多くの人々を刺激するテクストであるからこそ引き
起こされるものである。視覚的イメージとして再生産
が繰り返される「アリス」にはオリジナルの本質が失
われているかもしれないが，学際的考察を要求する現
象を引き起こしたのは他ならぬキャロルの『アリス』
である。挿絵，ファッション，マンガなど，個々の「ア
リス」像にも興味深い問題を見出すことはできるかも
しれないが，キャロルのテクストの初版から始まって
幅広い分野に影響を及ぼす新たな「アリス」像とは何
なのか，本稿がこの壮大な現象解明に一石を投じられ
ていれば幸いである。
＊本稿は 2016 年 3 月 17 日，アメリカ，フロリダで行
われた The International Conference on the Fantastic 
in the Arts において口頭発表した “‘Alice’ in Japanese 
Pop Culture: Transformation through Translation” を
日本語にし，大幅に加筆・修正を加えたものである。
また，2015 年度日本体育大学学術研究補助費の研究課
題「翻訳される文化としての日本における「アリス」」
の研究成果の一部である。
注
1 本名を一旦ラテン語化したものをさらに英語に直した
のが筆名のルイス・キャロルであるが，本論では作者
の作家性よりもむしろオリジナルの『アリス』出版後
に辿る翻訳やイメージの変遷を主として論ずるため，
以下筆名で言及する。
2 本稿はルイス・キャロル筆の作品『不思議の国のアリ
ス』並びに『鏡の国のアリス』の略記として『アリス』
と表記し，作品名ではなく独自に発展を遂げるそのイ
メージを示す際には「アリス」と記す。単に作品の主
人公の名前を示す場合には括弧を用いない。
3 増田と猪俣は，その後 80 年代以降外国を舞台とした作
品数が減少した理由を，70 年代以降に創刊された
ファッション雑誌が新たなメディアとしてより具体的
に外国の情報を提供するようになったことによるもの
と推測している（増田・猪俣 46–47）。
4 スーザン・J・ネイピア（Susan J. Napier）は，日本の
典型的な少女マンガにおける巨大で潤んだ目に長い金
髪という西洋風の登場人物に見られる西洋崇拝に関
し，特に『ベルサイユのばら』は「理想化された西洋
の他者」（idealized Western Otherness）の好例である
としている（107 note 10）。
5 1994 年は矢川の訳が新潮文庫になった年であり，それ
以前の 1990 年に既に矢川の訳は新潮社から刊行されて
いる。
6 たとえば AKB48 の楽曲「ファースト・ラビット」（2012
年）は，夢を探して恐れずに最初のウサギとなって洞
穴に向かう内容の歌詞。アリスは登場しないが，洞穴
を通ることが夢の実現と繋がるなど，『不思議の国のア
リス』の世界を彷彿とさせる。また，姉妹グループ
HKT48 の楽曲「12 秒」（2015 年）のミュージック・ビ
デオは『不思議の国のアリス』の物語を実写映像化し
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て織り込んでいる。
7 シミュラークルについてはドゥルーズが『意味の論理
学』において，コピーと対比させて以下のように述べ
ている。「われわれがシミュラクルについて，コピーの
コピー，無限に劣化したイコン，無限に弛緩した類似
性と語るなら，本質的なこと，すなわち，シミュラク
ルとコピーの本性の差異，両者が分割の二項を形成す
る面を逸してしまうことになる。コピーは類似性を授
けられるイマージュであり，シミュラクルは類似性な
きイマージュである。」（140–41）また，ボードリヤー
ルの『象徴交換と死』第二部「シミュラークルの領域」
を参照。
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